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【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年9月24日(2010.9.24)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　例１０は、摂氏１０５度で４００時間、わずかに０．５％だけ質量損失があるだけで熱
的に安定であることが判明した。従って、例１０は、本発明のガス発生剤組成物、特に本
明細書で上記したポリビニルアゾールおよび相安定化硝酸アンモニウム（１０％硝酸カリ
ウムで安定化された）を組み込んだ組成物の予想外の熱的安定性を示す。他の相安定化剤
も、当該分野で既知または認識されているものと考えられていることは強調されるべきで
ある。
　例１１～１３は、金属酸化剤を有するポリビニルアゾールの使用を示す。ある用途では
、金属酸化剤の使用が、点火性、燃焼率指数（burn rate exponent）、ガス発生剤燃焼率
、および他の設計基準の最適化のために望ましくあり得る。例は、金属酸化物を用いれば
用いるほど、燃焼後に生成するガスのモルが小さくなることを示す。
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